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第196図　Ⅵ層出土石器（4）
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　S336は頁岩Ｂ類製で小型の石斧の基部であり，基端部・
刃部を欠損する。S337は頁岩Ｂ類製の刃部で，全面的
に非常によく研磨されている。側面も縦方向に研磨され
るが面取りは施されず断面は丸みを帯びる。基部・刃部
の両側に敲打による潰れが確認できることから楔として
の再利用も想定できる。S338はホルンフェルス製の刃
部で，断面形は丸みを帯び表面に敲打痕を残す。側面の
面取りはなされない。
　S339 ～ S343はⅠ−b類の磨製石斧で，すべてホルン
フェルス製である。S339は完形品に近い状態であった
と思われる。石斧としての使用後に，刃部と左側面を敲
打具として多用したと考えられる。S340 ～ S343は磨製
石斧を磨敲石として転用したものである。S343には両
側辺に２ヶ所，着装に由来すると思われる抉りがほぼ左

右対称の位置に形成される。石錘として転用された可能
性もある。
　S344 ～ S347はⅡ類の磨製石斧で全て基部が欠損した
状態で出土している。形態は，S346がバチ形で，その
ほかは短冊形となるものと推測できる。全てに刃部に垂
直方向に近い微細な擦痕が確認できる。S344 ～ S346は
ホルンフェルス製である。特に薄く平たい形状のS347
は頁岩Ｂ類製であり，左側面にノッヂ状の抉りをもつ。
　S348 ～ S352はⅢ類の磨製石斧で，裏面は研磨されて
いない。S348は頁岩Ｂ類製で短冊形で，S349・S350は
ホルンフェルスのバチ形と推測できる。３点ともに下縁
や側面に繰り返し敲打した痕跡が確認できる。S348の
裏面には使用痕と考えられる擦痕が確認できる。
　S351・S352はホルンフェルス製で楕円形の形状で敲

第197図　Ⅵ層出土石器（5）
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打による刃部の潰れがみられる。
　S353 ～ S363はⅣ類の打製石斧である。S353とS359は
頁岩Ｂ類製で，ほかはホルンフェルス製で節理の発達し
た素材を使用している。全て扁平な形状である。S353・
356は完形品である。S353の刃部には敲打による潰れが，

S356の刃部には使用時のものと思われる垂直方向の擦
痕が確認できる。S354は基部で，端部は平坦に形成さ
れる。S355・S357 ～ S360は刃部で，S355の正面には自
然面が残り，刃部には使用時のものと思われる垂直方向
の擦痕が確認できる。S359・S360は風化が著しく擦痕

第198図　Ⅵ層出土石器（6）
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の有無は判然としない。S359には被熱による赤化が確
認できる。
　S357・S358は基部であり，ともに細長い形状で，ご
く浅い抉りをもつ。S358は抉りを形成するタイプの基
部である可能性もある。
　S361は表裏両側から剥離を施すことで刃部や抉り部
を形成しているのに対し，S362は自然な剥片の形状を

利用したものである。打製石斧としての加工の方法とは
異なるが下部を中心に使用痕があることから同じような
用途に使用されたと判断し，ここに分類・掲載した。
S363は刃部や抉り部の製作中途で廃棄された未製品の
可能性もある。
　S364 ～ S369は礫器である。S364 ～ S367はホルンフェ
ルス製，S368・S369は砂岩製である。Ⅶ層出土のもの

第199図　Ⅵ層出土石器（7）
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第200図　Ⅵ層出土石器（8）
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と比較すると，持ち手から刃部までの長さが短く，横長
や丸みをもったプロポーションである傾向がある。刃部
形成の際に，両面を加工したものと片面のみ加工したも
のとがみられる。S366・S367は敲打具としても使用さ
れている。S367は被熱により赤化する。
　S370 ～ S374は石錘である。S371は凝灰岩製，S374は
安山岩Ｂ類製でそのほかは砂岩製である。S373・S374

は欠損品である。全て楕円状の平たい礫の長軸を打ち掻
いて製作されている。
　S375は幅２cm程の細長く平たい頁岩Ｂ類の礫を，人
為的に滑らかに擦っているもので，光沢をもつ。使用法
は不明である。研磨痕のある礫として掲載した。
　S376・S377はともに緻密で不純物の少ない砂岩を使
用している。S376は厚みのある砥石である。丸みのあ

第201図　Ⅵ層出土石器（9）
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る上面は敲打具としても多用されている。全体的によく
擦られており，正面に２ヶ所，裏面に１ヶ所浅いＵ字溝
状の擦面が形成される。裏面の溝の幅は推定６～７cm
で磨製石斧の刃部の研磨に使用した可能性もある。風化
により裏面の大部分が剥落する。S377は擦切石器であ
る可能性が高い。全面的によく擦られ，平たい形状をし
ている。下面は断面形が先細り横位の擦痕が明瞭に確認
できる。上面～左側面を欠損する。
　S378 ～ S395は磨敲石類である。S378 ～ S380は小型
の円形のものでS379は安山岩Ｂ類製の磨石で，S378は
安山岩Ｂ類製，S380は凝灰岩製の磨敲石である。S381
～ S383は縦長の形状で，主に敲石として使用されたも

のである。S381は砂岩製で下面がやや窄まる。正面・右
側面は擦られる。S382・S383は安山岩Ｂ類製の敲石で
ある。S382は上下・左右が敲打により浅く凹む。S384
は敲石の先端部である。多孔質の安山岩Ｂ類を使用して
おり，断面形は正円形に近い。下面は強い敲打により平
坦な面が形成され，垂直方向の強い力が加えられたこと
を窺わせる。石棒など石製加工品の一部であった可能性
もある。S385は安山岩Ｂ類製の磨敲石で正面・裏面と
もに中央部が大きく凹む。S386 ～ S395は扁平な円形・
楕円形状で，側面のほぼ全周に敲打痕や擦面がみられる
ものである。正面・背面の擦面は稜を形成する。S386
～ S389は正円形に近いものである。S386・S387は国見

第202図　Ⅵ層出土石器（10）
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第203図　Ⅵ層出土石器（11）
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第204図　Ⅵ層出土石器（12）
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山系に類似する花崗岩製である。S388・S389は安山岩
Ｂ類製である。S390 ～ S392は楕円形のものである。
S390は安山岩Ｂ類製で，S392・S393は砂岩製である。
S391は国見山系花崗岩製で，赤色顔料が付着する。S393
～ S395はやや大型のものである。S393は正面にとても
強い磨面を有する。S394は安山岩Ｂ類製で，敲打の範
囲は広いが総じて浅く，使用頻度は少ない。S395は安
山岩Ｂ類製の磨石で，多孔質の石材を使用している。大
型のものであり，正面が主な使用面で明瞭な磨面を形成
する。
　S396は国見山系花崗岩の石皿であり，平たい形状で
ある。表裏がよく使用されており，裏面はより強く磨ら
れ，赤色顔料が付着する。
　S397は軽石製品である。四角い形状に加工され，正
面中央にはＵ字状の溝を形成する。
　S398は石英原石である。人為的に半裁されている。下
面の角部分を敲打に使用した可能性もある。

第205図　Ⅵ層出土石器（13）

写真５　№S391石器正面

写真６　№S391石器赤色顔料付着部分拡大
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第38表　石器観察表（Ⅵ層出土）（1）
挿図
番号

掲載
番号

取上
番号 出土区 層 器種 分類 最大長

(mm)
最大幅
(mm)

最大厚
(mm)

重量
(g) 石材 石材

分類 備考

193

S293 56429 D23 Ⅵ 石鏃 − 15.50 14.50 3.00 0.40 黒曜石 黒曜石C
S294 55098 B29 Ⅵ 石鏃 − 12.50 15.00 3.50 0.57 黒曜石 黒曜石C 欠損品
S295 55097 B28 Ⅵ 石鏃 − 17.00 13.00 3.50 0.60 頁岩 頁岩B
S296 25066 D11 Ⅵ 石鏃 − 19.70 16.50 3.20 0.78 安山岩 安山岩A 欠損品
S297 50551 C2 Ⅵ 石鏃 − 19.50 14.00 2.50 0.55 黒曜石 黒曜石C
S298 49032 F8 Ⅵ 石鏃 − 11.50 17.00 3.00 0.50 頁岩 頁岩A 欠損品
S299 50298 F3 Ⅵ 石鏃 − 23.50 13.50 4.00 1.19 黒曜石 黒曜石E
S300 19915 D21 Ⅵ 石鏃 − 29.00 15.50 3.70 1.47 玉随 −
S301 16075 F17 Ｖ 石鏃 − 18.50 16.50 3.00 0.52 安山岩 安山岩A
S302 55155 D24 Ⅵ 石鏃 − 19.00 17.30 3.00 0.60 黒曜石 黒曜石B 欠損品
S303 50703 D3 Ⅵ 石鏃 − 23.00 16.50 4.00 1.07 安山岩 安山岩A 欠損品
S304 16057 B14 Ⅵ 石鏃 − 41.00 18.50 3.50 1.30 黒曜石 黒曜石B 欠損品
S305 46253 F7 Ⅵ 石鏃 − 38.00 18.00 4.00 1.91 安山岩 安山岩A 欠損品
S306 55248 D25 Ⅵ 石鏃 − 29.00 15.50 1.50 0.50 頁岩 頁岩A 欠損品（磨製）
S307 55920 D23 Ｖa 石匙 − 35.00 25.00 5.50 3.19 チャート − 縦型
S308 19272 B14 Ⅵ 石匙 − 36.00 56.30 10.10 17.70 安山岩 安山岩A

194

S309 49251 D8 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 25.50 21.50 5.00 2.28 チャート − 掻器の可能性
S310 55157 D24 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 23.80 24.00 11.40 6.30 黒曜石 黒曜石D 楔形石器の可能性
S311 25252 E13 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 13.70 12.20 4.40 0.70 頁岩 頁岩A 石匙破片の可能性
S312 24217 F13 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 16.60 21.50 5.00 1.49 玉髄 −
S313 16019 F15 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 20.20 30.70 4.00 2.23 チャート −
S314 24912 E11 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 29.90 22.00 11.00 6.17 チャート −
S315 25339 C11 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 13.00 26.30 3.80 1.15 チャート −
S316 16253 E14 Ⅵ 石核 − 28.00 31.50 24.00 15.23 黒曜石 黒曜石E
S317 50262 F3 Ⅵ 石核 − 21.50 16.00 14.50 3.73 黒曜石 黒曜石A
S318 53771 C8 Ⅵ 石核 − 40.00 21.50 18.50 13.80 チャート −
S319 24753 D12 Ⅵ 石核 − 46.30 54.70 21.00 57.00 チャート −

195
S320 16723 D14 Ⅵ スクレイパー − 42.00 85.00 13.50 61.10 ホルンフェルス −
S321 20640 B18 Ⅵ スクレイパー − 38.00 14.00 8.00 36.20 頁岩 頁岩B
S322 25188 D11 Ⅵ スクレイパー − 41.00 100.00 10.00 34.80 ホルンフェルス −
S323 53567 D7 Ⅵ スクレイパー − 66.70 93.50 22.00 133.50 ホルンフェルス −

196

S324 53862 C11 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 58.60 81.80 10.50 41.80 頁岩 頁岩B
S325 24349 F13 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 56.00 38.00 8.50 23.48 頁岩 頁岩B
S326 45996 E10 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 39.00 55.40 11.20 24.60 頁岩 頁岩B
S327 24533 F11 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 50.00 97.00 12.50 50.60 頁岩 頁岩B
S328 24886 E11 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 125.00 40.00 17.30 66.70 安山岩 安山岩C
S329 49455 E7 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 49.50 74.00 9.00 25.10 安山岩 安山岩C
S330 49830 F4 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 48.90 68.40 10.00 20.04 安山岩 安山岩C
S331 25070 D12 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 57.70 96.00 17.50 110.76 砂岩 −
S332 24749 D12 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 77.20 102.40 25.20 211.90 ホルンフェルス −
S333 54840 B7 Ⅵ 二次加工・使用痕剥片 − 85.50 147.00 14.00 117.41 安山岩 安山岩C

197

E10 磨製石斧接合資料 I-a 188.50 71.00 39.50 826.80 蛇紋岩 − S334・S335　２点接合資料
S334 54058 E10 Ⅶ 磨製石斧 I-a 103.50 64.00 38.50 381.80 蛇紋岩 − S335と接合
S335 53564 E10 Ⅵ 磨製石斧 I-a 99.00 71.00 39.50 445.00 蛇紋岩 − S334と接合
S336 53750 C8 Ⅵ 磨製石斧 I-a 40.70 27.20 20.40 35.30 頁岩 頁岩B
S337 49067 E8 Ⅵ 磨製石斧 I-a 84.20 76.40 48.80 410.60 頁岩 頁岩B
S338 49038 F8 Ⅵ 磨製石斧 I-a 102.80 70.00 41.00 437.50 ホルンフェルス −

198

S339 46323 F8 Ⅵ 磨製石斧 I-b 125.00 69.00 38.00 529.50 ホルンフェルス −
S340 54445 E6 Ⅵ 磨製石斧 I-b 87.40 67.70 35.20 315.20 ホルンフェルス −
S341 44259 F10 Ⅵ 磨製石斧 I-b 87.50 69.50 44.00 441.50 ホルンフェルス −
S342 24521 F11 Ⅵ 磨製石斧 I-b 108.60 74.30 40.90 544.00 ホルンフェルス −
S343 24556 F11 Ⅵ 磨製石斧 I-b 112.80 85.70 39.70 609.00 ホルンフェルス −

199

S344 25076 E12 Ⅵ 磨製石斧 Ⅱ 101.00 53.00 18.80 146.20 ホルンフェルス −
S345 51600 E4 Ⅵ 磨製石斧 Ⅱ 62.30 52.00 22.10 102.20 ホルンフェルス −
S346 50113 E4 Ⅵ 磨製石斧 Ⅱ 59.20 49.60 15.40 66.90 ホルンフェルス −
S347 43867 C4 Ⅵ 磨製石斧 Ⅱ 37.40 49.80 8.90 18.50 頁岩 頁岩B
S348 49280 E ９ Ⅵ 磨製石斧 Ⅲ 67.20 64.10 24.00 150.60 頁岩 頁岩B
S349 49231 D8 Ⅵ 磨製石斧 Ⅲ 81.00 62.00 27.30 184.90 ホルンフェルス −
S350 20714 D16 Ⅵ 磨製石斧 Ⅲ 70.00 54.70 23.80 122.10 ホルンフェルス −
S351 49998 E5 Ⅵ 磨製石斧 Ⅲ 95.00 67.30 43.00 305.22 ホルンフェルス −
S352 17472 E15 Ⅵ 磨製石斧 Ⅲ 82.80 60.00 25.30 150.10 ホルンフェルス −

200

S353 45874 E8 Ⅵ 打製石斧 Ⅳ 99.80 66.50 28.90 235.10 頁岩 頁岩B
S354 50002 E5 Ⅵ 打製石斧 Ⅳ 36.10 37.80 11.80 23.30 ホルンフェルス −
S355 46462 E7 Ⅵ 打製石斧 Ⅳ 54.50 45.70 11.70 44.05 ホルンフェルス −
S356 49844 F4 Ⅵ 打製石斧 Ⅳ 77.80 44.00 12.00 43.50 ホルンフェルス −
S357 45125 F7 Ⅵ 打製石斧 Ⅳ 81.00 46.50 15.40 53.60 ホルンフェルス −
S358 24616 D13 Ⅵ 打製石斧 Ⅳ 73.00 58.00 14.80 63.20 ホルンフェルス −
S359 25197 D11 Ⅵ 打製石斧 Ⅳ 42.10 78.10 10.00 35.00 頁岩 頁岩B
S360 45911 E6 Ⅵ 打製石斧 Ⅳ 66.90 90.80 18.20 121.80 ホルンフェルス −
S361 25192 D11 Ⅵ 打製石斧 Ⅳ 135.00 90.00 23.50 192.90 ホルンフェルス −
S362 17393 F18 Ⅵ 打製石斧 Ⅳ 143.00 85.00 15.00 176.80 ホルンフェルス −
S363 50712 E3 Ⅵ 打製石斧 Ⅳ 140.20 71.10 17.10 194.90 ホルンフェルス − 未製品
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第39表　石器観察表（Ⅵ層出土）（2）

第40表　石器組成表（Ⅵ層）
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類
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類
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類

ホ
ル
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フ
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蛇
紋
岩

砂　

岩

凝
灰
岩

花
崗
岩

鉄
石
英

石　

英

軽　

石
計

打製石鏃（未製品含む） 1 2 5 1 1 1 2 4 1 18
磨製石鏃 1 1
石匙 1 1 2
石錐 0
楔形石器 1 1
二次加工・使用痕剥片

（精製） 3 1 3 1 1 1 10
二次加工・使用痕剥片

（粗製） 4 5 1 1 11
スクレイパー（精製） 1 1
スクレイパー（粗製） 1 3 4
磨製石斧 4 13 1 18
打製石斧 5 16 1 22
礫器 6 12 15 2 35
石錘 2 1 4 1 8
砥石（擦切石器含む） 3 9 12
石核（残核含む） 4 1 2 1 8
磨石・敲石・磨敲石・
台石・石皿 1 169 9 35 18 34 3 269
剥片 44 7 59 5 8 28 15 8 36 36 18 11 8 283
原礫 7 7
軽石加工品 4 4

計 52 9 65 6 10 36 18 12 58 0 5 174 41 73 1 76 21 34 1 18 4 714

挿図
番号

掲載
番号

取上
番号 出土区 層 器種 分類 最大長

(mm)
最大幅
(mm)

最大厚
(mm)

重量
(g) 石材 石材

分類 備考

201

S364 24792 C13 Ⅵ 礫器 − 89.00 78.90 29.30 230.50 ホルンフェルス −
S365 48838 F8 Ⅵ 礫器 − 70.70 111.40 44.00 342.50 ホルンフェルス −
S366 24922 F14 Ⅵ 礫器 − 120.70 100.00 54.80 777.00 ホルンフェルス −
S367 53735 Ｂ8 Ⅵ 礫器 − 97.90 74.80 44.80 408.90 ホルンフェルス −
S368 16720 D14 Ⅵ 礫器 − 123.10 155.50 60.50 1348.50 砂岩 −
S369 54229 C8 Ⅵ 礫器 − 139.50 122.50 44.20 870.00 砂岩 −

202

S370 53818 C9 Ⅵ 石錘 − 82.50 77.00 36.40 318.00 砂岩 −
S371 45139 F7 Ⅵ 石錘 − 66.60 58.80 19.60 85.80 凝灰岩 −
S372 49112 B10 Ⅵ 石錘 − 74.60 60.60 17.20 104.70 砂岩 −
S373 49158 D8 Ⅵ 石錘 − 89.40 73.00 23.00 183.40 砂岩 − 欠損品
S374 14317 F13 Ⅵ 石錘 − 72.60 75.50 24.00 174.60 安山岩 安山岩B 欠損品
S375 25288 C11 Ⅵ ペットストーン − 41.20 13.50 3.80 3.91 頁岩 頁岩B
S376 53746 C8 Ⅵ 砥石 − 79.00 99.00 84.00 844.00 砂岩 −
S377 54451 F6 Ⅵ 擦切石器 − 56.20 82.10 9.70 55.60 砂岩 −

203

S378 24426 D12 Ⅵ 磨敲石 − 41.20 36.20 30.30 60.79 安山岩 安山岩B
S379 25354 C12 Ⅵ 磨石 − 47.50 41.00 27.90 76.28 安山岩 安山岩B
S380 24626 D13 Ⅵ 磨敲石 − 39.90 38.00 35.50 69.53 凝灰岩 −
S381 49042 F8 Ⅵ 敲石 − 93.00 52.00 36.00 217.00 砂岩 −
S382 20619 C17 Ⅵ 敲石 − 60.00 49.00 46.00 225.00 安山岩 安山岩B
S383 24441 D12 Ⅵ 敲石 − 89.50 54.90 45.00 297.08 安山岩 安山岩B
S384 44155 F8 Ⅵ 敲石 − 79.00 86.00 79.00 668.50 安山岩 安山岩B
S385 19936 D22 Ⅵ 磨敲石 − 76.00 59.00 35.00 223.30 安山岩 安山岩B 凹石
S386 24376 D11 Ⅵ 磨敲石 − 68.00 69.00 25.80 163.11 花崗岩 − 国見山系
S387 25387 C12 Ⅵ 磨敲石 − 84.30 81.80 40.90 436.00 花崗岩 − 国見山系
S388 19631 E13 Ⅵ 磨敲石 − 87.00 78.00 42.00 440.50 安山岩 安山岩B
S389 48797 B9 Ⅵ 磨敲石 − 95.00 99.00 48.00 694.50 安山岩 安山岩B

204

S390 49332 E8 Ⅵ 磨敲石 − 100.00 87.00 52.00 596.40 安山岩 安山岩B
S391 50317 F3 Ⅵ 磨敲石 − 114.50 93.00 46.00 799.40 花崗岩 − 赤色顔料付着  国見山系
S392 50357 E2 Ⅵ 磨敲石 − 89.00 111.00 51.00 811.00 砂岩 −
S393 24668 E11 Ⅵ 磨敲石 − 145.30 101.00 30.50 654.00 砂岩 −
S394 24587 C12 Ⅵ 磨敲石 − 138.50 118.20 51.80 1100.00 安山岩 安山岩B
S395 46307 E9 Ⅵ 磨石 − 187.00 155.00 64.00 2260.00 安山岩 安山岩B

205
S396 50194 G3 Ⅵ 石皿 − 350.00 240.00 66.00 7.52 花崗岩 − 赤色顔料付着  国見山系
S397 24757 D13 Ⅵ 軽石製品 − 83.50 110.00 50.00 135.70 軽石 −
S398 24277 F13 Ⅵ 原礫 − 51.70 35.30 27.00 61.40 石英 −
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第41表　遺構番号新旧対応表

Ｓ　

Ｈ　
（　

Ⅶ　

層　

）

竪穴建物跡1 竪穴建物跡46
竪穴建物跡2 竪穴建物跡36
竪穴建物跡3 竪穴建物跡35
竪穴建物跡4 竪穴建物跡51
竪穴建物跡5 竪穴建物跡45
竪穴建物跡6 竪穴建物跡37
竪穴建物跡7 竪穴建物跡38
竪穴建物跡8 竪穴建物跡53
竪穴建物跡9 竪穴建物跡49
竪穴建物跡10 竪穴建物跡52
竪穴建物跡11 竪穴建物跡47
竪穴建物跡12 竪穴建物跡48
竪穴建物跡13 竪穴建物跡42
竪穴建物跡14 竪穴建物跡44
竪穴建物跡15 竪穴建物跡43
竪穴建物跡16 竪穴建物跡39
竪穴建物跡17 竪穴建物跡40
竪穴建物跡18 竪穴建物跡41
竪穴建物跡19 竪穴建物跡57
竪穴建物跡20 竪穴建物跡59
竪穴建物跡21 竪穴建物跡65
竪穴建物跡22 竪穴建物跡64
竪穴建物跡23 竪穴建物跡60−1
竪穴建物跡24 竪穴建物跡60−2
竪穴建物跡25 竪穴建物跡62
竪穴建物跡26 竪穴建物跡63
竪穴建物跡27 竪穴建物跡28
竪穴建物跡28 竪穴建物跡29
竪穴建物跡29 竪穴建物跡18
竪穴建物跡30 竪穴建物跡20
竪穴建物跡31 竪穴建物跡14
竪穴建物跡32 竪穴建物跡19
竪穴建物跡33 竪穴建物跡16
竪穴建物跡34 竪穴建物跡17
竪穴建物跡35 竪穴建物跡22
竪穴建物跡36 竪穴建物跡23
竪穴建物跡37 竪穴建物跡15
竪穴建物跡38 竪穴建物跡21

Ｒ
Ｅ
Ｎ
（
Ⅶ
層
）

連穴土坑1 連穴土坑7
連穴土坑2 連穴土坑8
連穴土坑3 連穴土坑5
連穴土坑4 連穴土坑4
連穴土坑5 連穴土坑3
連穴土坑6 連穴土坑6
連穴土坑7 連穴土坑1

Ｓ　

Ｋ　
（　

Ⅶ　

層　

）

土坑1 土坑202
土坑2 土坑206
土坑3 土坑205
土坑4 土坑203
土坑5 土坑200
土坑6 土坑201
土坑7 土坑225
土坑8 土坑210
土坑9 土坑208
土坑10 土坑211
土坑11 土坑216
土坑12 土坑221
土坑13 土坑217
土坑14 土坑218
土坑15 土坑219−1
土坑16 土坑219−2
土坑17 土坑220
土坑18 土坑230
土坑19 土坑85
土坑20 土坑53
土坑21 土坑54

Ｓ 

Ｕ　
（
Ⅶ
層
）

石器集積1 IBS22

石器集積2 IBS23

Ｓ 

Ｕ　
（
Ⅵ
層
）

石器集積3 IBS18

石器集積4 IBS17

Ｓ　

Ｓ　
（　

Ⅶ　

層　

）

集石1 集石113
集石2 集石109
集石3 集石106
集石4 集積107
集石5 集石116
集石6 集石111
集石7 集石110
集石8 集石198
集石9 集石115
集石10 集石104
集石11 集石117
集石12 集石226
集石13 集石105
集石14 集石123
集石15 集石124
集石16 集石125
集石17 集石122
集石18 集石227
集石19 集石119
集石20 集石92
集石21 集石120
集石22 集石121
集石23 集石34
集石24 集石37
集石25 集石18
集石26 集石17
集石27 集石12
集石28 集石129
集石29 集石128
集石30 集石127
集石31 集石108
集石32 集石114

Ｓ　

Ｓ　
（　

Ⅵ　

層　

）

集石33 集石103
集石34 集石102
集石35 集石112
集石36 集石100
集石37 集石101
集石38 集石99
集石39 集石98
集石40 集石96
集石41 集石44
集石42 集石53
集石43 集石33
集石44 集石11
集石45 集石16
集石46 集石25
集石47 集石26
集石48 集石21
集石49 集石20
集石50 集石19
集石51 集石15

 ※遺物出土状況略称：IBS
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第Ⅴ章　自然科学分析

第１節　小牧遺跡の出土資料の自然化学分析
 パリノサーヴェイ株式会社
１．試料
　試料は，各遺構覆土の水洗篩別回収物である。竪穴建
物跡15（№15），集石36（№43， 44），集石８（№45）の，
計４点である。各試料の詳細は，結果と共に図１，表１
～３に示す。
２．分析方法

（１）炭化種実同定
　試料を双眼実体顕微鏡下で観察し，ピンセットを用い
て，同定が可能な炭化種実を抽出する。その他，炭化材
同定試料や放射性炭素年代測定試料，骨片の確認抽出も
併せて実施する。
　炭化種実の同定は，現生標本および岡本（1979），椿
坂（1993），石川（1994），中山ほか（2010），鈴木ほか（2012），
真邉・小畑（2017）等を参考に実施する。次に，保存状
態が良好な炭化種実を対象として，デジタルノギスを用
いて大きさを計測する。

（２）炭化材同定
　試料の木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線
断面）の３断面の割断面を作製し，実体顕微鏡および走
査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察し，
その特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所
の日本産木材識別データベースと比較して種類（分類群）
を同定する。
　なお，木材組織の名称や特徴は，島地・伊東（1982）
やWheeler他（1998）を参考にする。また，日本産樹木
の木材組織については，林（1991）や伊東（1995，1996，
1997，1998，1999）を参考にする。

（３）放射性炭素年代測定
　試料の状況を観察後，塩酸（HCl）により炭酸塩等酸
可溶成分を除去，水酸化ナトリウム（NaOH）により腐植
酸等アルカリ可溶成分を除去，塩酸によりアルカリ処理
時に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除去する（酸・アル
カリ・酸処理 AAA：Acid Alkali Acid）。濃度は塩酸，
水酸化ナトリウム共に1mol/Lであるが，試料が脆弱な場
合や少ない場合は，アルカリの濃度を調整して試料の損
耗を防ぐ（AaAと記載）。試料がさらに少ない場合，アル
カリ処理を行うと測定に必要な炭素が得られなくなるた
め，1mol/Lの塩酸処理のみにとどめている（HClと記載）。
　試料の燃焼，二酸化炭素の精製，グラファイト化（鉄
を触媒とし水素で還元する）はElementar社のvario 
ISOTOPE cube とIonplus社のAge3を連結した自動化装置
を用いる。処理後のグラファイト・鉄粉混合試料をNEC
社製のハンドプレス機を用いて内径１mmの孔にプレスし，

測定試料とする。
　測定はタンデム加速器をベースとした14C－AMS専用装置

（NEC社製）を用いて，14Cの計数，13C濃度（13C/12C），14C
濃度（14C/12C）を測定する。AMS測定時に，米国国立標
準局（NIST）から提供される標準試料（HOX－Ⅱ），国際
原子力機関から提供される標準試料（IAEA－C6等），バッ
クグラウンド試料（IAEA－C1）の測定も行う。
　δ13Cは試料炭素の13C濃度（13C/12C）を測定し，基準試
料からのずれを千分偏差（‰）で表したものである。放
射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5568年を使用する。
また，測定年代は1950年を基点とした年代（BP）であり，
誤差は標準偏差（One Sigma；68%）に相当する年代で
ある。測定年代の表示方法は，国際学会での勧告に従う

（Stuiver & Polach, 1977）。また，暦年較正用に一桁目
まで表した値も記す。暦年較正に用いるソフトウエアは，
OxCal4.3.2（Bronk, 2009）を用いる。較正曲線はIntCal13

（Reimer et al., 2013）を用いる。
３．結果

（１）炭化種実・炭化材同定
　結果を表１・表２に示す。
　炭化種実の遺構別出土個数（不明を除く）は，竪穴建
物跡15（№15）が６個であった。集石36（№43，44），
集石８（№45）は，炭化種実が確認されなかった。
　栽培種は，竪穴建物跡15（№15）からヒエ？の胚乳が
１個確認された。上記の特徴が確認されない子葉をコナ
ラ属までの同定にとどめているが，イチイガシに由来す
る可能性が高い。
・ヒエ（Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno）イネ科イヌ
ビエ属
　胚乳は炭化しており黒色，長さ1.75mm，幅1.18mm，残
存厚0.90mmのやや細長い半広卵体を呈す。腹面は平らで
背面は丸みがある。背面基部正中線上に胚乳長の約2/3
を占める浅い馬蹄形の胚の窪みがあり，腹面にも径0.6mm
程度の扇形で基部がやや尖る浅い窪みがある。出土胚乳
は保存状態が不良で発泡している。

（２）放射性炭素年代測定
　結果を図１，表３に示す。同位体補正を行った測定値
は竪穴建物跡15（№15）のブナ科果実が8830±30BP，集
石36（№44）の炭化材が5725±30BP，集石８（№45）の
炭化材（クリ）が9620±30BPである。
　暦年較正は，大気中の14C濃度が一定で半減期が5568
年として算出された年代値に対し，過去の宇宙線強度や
地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動，その後
訂正された半減期（14Cの半減期5730±40年）を較正す
ることによって，暦年代に近づける手法である。測定誤
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差2σの暦年代は，竪穴建物跡15（№15）が10147 ～
9706calBP，集石36（№44）が6631 ～ 6442calBP，集石
８（№45）が11170 ～ 10786calBPである。
　竪穴建物跡15は縄文時代早期中頃，集石８は，縄文時
代早期前半頃の暦年代を示した。調査所見と調和的な年
代値と言え，該期の遺構であると推定される。集石36は，
土坑土②の炭化材が縄文時代前期中頃の暦年代を示し，
調査所見よりも新しい年代値と言える。炭化材は，燃料
材の一部が残存した可能性があり，遺跡周辺で入手可能
な木材を燃料として利用したこと等が推測される。

【引用文献】
伊東隆夫，1995，日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ.木材研究・

資料，31，京都大学木質科学研究所，81-181.
中山至大・井之口希秀・南谷忠志，2010，日本植物種子図鑑（2010

年改訂版）.東北大学出版会，678p.
鈴木庸夫・高橋　冬・安延尚文，2012，ネイチャーウォッチン

グガイドブック 草木の種子と果実−形態や大きさが一目でわ
かる植物の種子と果実632種−.誠文堂新光社，272p.

椿坂恭代，1993，アワ・ヒエ・キビの同定.吉崎昌一先生還暦記
念論集「先史学と関連科学」，261-281. 図１　暦年数正グラフ

№ 遺構名 採取場所 時代
イチイガシ アカガシ

亜属 コナラ属 コナラ属? クリ? ブナ科 サカキ カラス
ザンショウ

イヌザン
ショウ イネ イネ? ヒエ? イネ科 不明 合計

子葉 果実 果実
子葉

果実
子葉 果実 子葉 子葉 果実 子葉 果実 子葉 種子 種子 種子 穎

（基部） 穎 胚乳 胚乳? 胚乳 胚乳

1 竪穴建物跡15 埋土 縄文早期 − − − − − − − − − 5 − − − − − − − − 1 − − 6
2 集石36 土坑土① 縄文早期 − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − −
3 集石36 土坑土② 縄文早期 − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − −
4 集石8 埋土 縄文早期 − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − − −

合　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 6

表１　小牧遺跡の炭化種実出土状況

表２　小牧遺跡の炭化材同定結果

表３　小牧遺跡の放射性炭素年代測定・暦年較正結果（１）

１）年代値の算出には、Libbyの半減期5568年を使用。
２）BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の68.2%が入る範囲）を年代値に換算した値。
４）AAAは、酸・アルカリ・酸処理を示す。AaAは試料が脆弱なため、アルカリの濃度を薄くして処理したことを示す。
５）暦年の計算には、OxCal v4.3.2を使用
６）暦年の計算には、補正年代に()で暦年較正用年代として示した、一桁目を丸める前の値を使用している。
７）１桁目を丸めるのが慣例だが、較正曲線や較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、１桁目を丸めていない。
８）統計的に真の値が入る確率は、σが68.2%、2σが95.4%である

№
遺構名 分類群部位 方法 補正年代

（暦年較正用）BP
δ13C

  （‰）
暦年較正年代

Code №
年代値 確率

№15
竪穴建物跡15

ブナ科
果実 HCl 8830±30

  （8828±31）
−23.39
±0.44

σ cal BC 8166 − cal BC 8131 10115 − 10080 cal BP 0.115

YU−7195 pal−11045

cal BC 7972 − cal BC 7824 9921 − 9773 cal BP 0.567

2σ

cal BC 8198 − cal BC 8111 10147 − 10060 cal BP 0.196
cal BC 8091 − cal BC 8073 10040 − 10022 cal BP 0.019
cal BC 8065 − cal BC 8040 10014 − 9989 cal BP 0.034
cal BC 8006 − cal BC 7783 9955 − 9732 cal BP 0.691
cal BC 7771 − cal BC 7757 9720 − 9706 cal BP 0.013

№44
集石36 炭化材 AaA

 （0.1M）
5725±30

  （5726±28）
−30.00
±0.41

σ cal BC 4609 − cal BC 4519 6558 − 6468 cal BP 0.682
YU−7205 pal−110552σ cal BC 4682 − cal BC 4633 6631 − 6582 cal BP 0.128

cal BC 4622 − cal BC 4493 6571 − 6442 cal BP 0.826

№45
集石８

クリ
炭化材

AaA
 （0.1M）

9620±30
  （9622±31）

−24.60
±0.38

σ
cal BC 9183 − cal BC 9121 11132 − 11070 cal BP 0.239

YU−7206 pal−11056

cal BC 9004 − cal BC 8918 10953 − 10867 cal BP 0.367
cal BC 8895 − cal BC 8867 10844 − 10816 cal BP 0.076

2σ
cal BC 9221 − cal BC 9112 11170 − 11061 cal BP 0.315
cal BC 9083 − cal BC 9038 11032 − 10987 cal BP 0.062
cal BC 9026 − cal BC 8837 10975 − 10786 cal BP 0.576

№ 遺構名 採取場所 時代 小牧№ 枝番 篩（mm） 形状 種類 備考
15 竪穴建物跡15 埋土 縄文早期 44 1 2 小破片 コナラ属コナラ節
45 集石８ 埋土 縄文早期 72 1 2 小破片 クリ 年代測定
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第２節　赤色顔料分析
 鹿児島県立埋蔵文化財センター

　本遺跡出土遺物に付着した赤色物質について，双眼実
体顕微鏡による観察及びエネルギー分散型蛍光X線分析
装置による成分分析を行った。

１　試料について
　表面に塗布または付着している赤色粒子　　土器７点
 石器７点

２　観察・分析結果
（１）形状観察
　以下の機器を使用して，形状を観察し撮影を行った。
双眼実体顕微鏡（ニコン製SMZ1000）での８～ 80倍観
察

（２）成分分析
　エネルギー分散型蛍光X線分析装置（堀場製作所製
XGT−1000，X線管球ターゲット：ロジウム，X線照射径
100㎛）を使用し，X線管電圧：15/50kV，電流：自動
設定で分析を行った。以下，試料ごとの分析結果を掲載
する。

３　考察
　蛍光X線分析の結果，14点すべての赤色部分から鉄

（Fe）の成分が高く検出されたため，鉄を主成分とする
広義のベンガラ（赤色顔料）である可能性が高い。磨石，
軽石に付着した赤色顔料は表面の細かな凹みに残存して
いる。土器表面に見られる赤色顔料は，塗布したものか，
胎土自体の赤色物質かの区別は難しい。

①№93（Ⅲc類土器）の分析結果

写真７　№93土器　表面 写真８　№93土器　裏面

写真９　№100土器　裏面

②№100（Ⅲc類土器）の分析結果

表１　小牧遺跡出土赤色顔料付着資料一覧
掲載No 種別（分類） 遺構名 グリット 層
60 土器（Ⅲa） − F38 Ⅶa
63 土器（Ⅲa） − F33･C39 Ⅳa･Ⅶa
92 土器（Ⅲc） − C4 Ⅶ
93 土器（Ⅲc） − D6 Ⅶ
100 土器（Ⅲc） − E4 Ⅶ
109 土器（Ⅲd） − F6 Ⅵ
249 土器（Ⅵb） − E5 Ⅶ
S089 舟形軽石加工品 竪穴建物跡22号 F8･9 Ⅶ
S098 磨敲石 竪穴建物跡29号 B13 Ⅶ
S285 磨敲石 石器集積３号 E3 Ⅵ
S286 磨敲石 石器集積３号 E3 Ⅵ
S287 磨敲石 石器集積３号 E3 Ⅵ
S391 磨敲石 − F3 Ⅵ
S396 石皿 − G3 Ⅵ
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③S286（石器集積３号出土磨敲石）の分析結果

④S396（花崗岩製石皿）の分析結果

写真12　№S396石器　裏面

写真11　№S286石器　下面～右側面

写真13　№S396石器　
　　　　　赤色顔料付着部分拡大

第３節　土器圧痕分析

　整理作業の過程で，種実等の圧痕の可能性がある資料
を３点確認し，実体顕微鏡またはシリコーン・ゴムによ
るレプリカの作製を行った。２点は堅果類等の果皮片で
あった。１点（圧痕試料番号№189）については，作製
したレプリカを走査型電子顕微鏡（以下，SEM）で撮影し，
詳細な観察を行った。なお，SEM撮影は，鹿児島大学研
究支援センターに委託した。№189は，長軸4.1mm，短軸
2.3mm，厚み2.3mmでしずく型に近い形状を呈する。また，
下端側には同心円状の組織が明瞭にみられる。側面には，
部分的に細かい筋状の組織が残っており，種実や球根類，
芽などの植物資料であることが分かる。現状では，種同
定には至っておらず，今後現生資料と比較し，改めて報
告の機会を持ちたい。

写真10　 №S286石器　正面

写真14　圧痕レプリカＳＥＭ画像

左上：上面，右上：側面

左下：下端，右下：側面拡大
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第１節　旧石器時代
１　小牧第Ⅰ文化層
　小牧第Ⅰ文化層について，頁岩（粘板岩）を用いて素
材面を残し，柳葉形に仕上げる尖頭器については，そも
そも石材が薄く剥離できることを前提に「小牧３Ａ型尖
頭器」として設定され，その後「小牧３Ａ型石槍」と呼
称される。（長野1996）。
　S003・S004は小牧３Ａ型尖頭器と言われるものである
が，S002からは一側縁をブランティング剥離するところ
と，S005・S006・S010の基部の一方を抉る形状は，剥片
尖頭器と共通する技術的な背景があるとも考えられる。
西丸尾Ⅷｂ層でも類似の尖頭器が出土し，大型の基部加
工ナイフと今峠型ナイフや台形石器を伴っていた。三稜
尖頭器はブロックから出土していないので，宮田栄二氏
が位置づけたように剥片尖頭器以後の石器群の時期に当
たる可能性がある（宮田2006）。
　なお，頁岩の石器の大部分は，横剥ぎの剥片を素材と
しており，素材剥片も出土していることから，横剥ぎ技
法による一連の製作技法の存在が予想される。横剥ぎの
剥片利用については瀬戸内技法との関連が述べられてき
ている（宮田2002，桑波田2003，馬籠2013）。時期的に
は剥片尖頭器盛行期より後出とされるが，本遺跡と矛盾
しない。
　最も注目されるのは，特に槍先形尖頭器の摩滅痕であ
り，着柄痕として想定できることである。
　摩滅痕については，使用痕研究の中で行われてきたが，
御堂島正氏による石器使用痕分析と実験的検証が知られ
る。当初は運搬による石器の稜線の摩滅を，黒曜石の模
擬石器による運搬実験により，その可能性を指摘した（御
堂島2015）。さらに石器に残る使用痕については，総合
的痕跡分析を提唱している（御堂島2017）。これは，使
用痕跡だけに限らず，多様な要因で形成された痕跡を分
析し，石器のライフヒストリーを復元しようとするもの
である。「石材の獲得，製作，着柄，使用，維持，運搬，
再利用，廃棄，埋没後変化，発掘調査等を経て現在のわ
れわれの目の前に至るまでの痕跡である。こうした痕跡
がどのようなものであるかを実験的方法によって把握し
て，そこから導き出された観察の視点と解釈の基準を
もって石器を分析し，より多くの情報を得ようとするも
のである。」として，実験的な検証と石器使用痕分析の
二頭立てでの方法論を呈示している。
　さらにその中では，黒曜石製掻器の分析を通じて，柄
から出ている部分はほとんど刃部のみとなる結果を得て
いる。
　着柄についても，黒曜石製石器で実験して，着柄痕跡

が形成された部位は，左右の側縁，基端縁，背・腹面の
稜線やバルブ等の凸部，基端面であったとした。また，
着柄によって輝班が生じることや，併せて微小剥離痕跡・
微小光沢面・線状痕跡等について実験結果が述べられて
いる（御堂島2016）。さらに革ひもなど巻き付けや指の
力による微小剥離痕跡の形成についても可能性を述べる

（御堂島・堤2019）
　こうした成果を踏まえて，着柄痕跡については具体的
に使用痕について分析が進められている（佐野2020）。
使用痕分析については，総合的に考察すべきであるが，
今回は着柄の可能性を中心に述べて，使用痕跡について
今後の機会に改めたい。
　本遺跡の横長剥片を主体とする石器群については，前
述した研究の積み重ねの成果を適用して，着柄により生
じるとされる部位に痕跡が観察されるのに合わせて，結
索痕跡と考えられる円錐状の摩滅痕跡が確認され，さら
に着柄の具体性が顕れてきたものと考える。大きくは２
つの着柄が想定できる。一つには石槍としての着柄痕跡
であり，かなりの部分を覆ってソケット式にはめ込まれ，
結索されたものと考えられる。もう一つは削器としてで
あり，刃部のみ露出した包丁形である。目的剥片と素材
剥片については運搬による摩滅の可能性がある。

２　小牧第Ⅱ・Ⅲ文化層
　ブロック２・３は，石器・接合資料・調整剥片・剥片・
微細剥片が出土したことから，数個の原石を持ち込み，
石器を製作したものであり，石器製作時に破損したもの
や石器製作に不向きであった剥片等を破棄していったも
のであると考えられる。

３　各文化期について
　剥片尖頭器と三稜尖頭器の出現の前後関係については，
剥片尖頭器後に三稜尖頭器と位置づけられ（吉留1994），
その後剥片尖頭器を３期に分け，南九州の小牧３Ａ遺跡
と西丸尾遺跡を３期とした（吉留2002）。さらに宮田氏
が桜島火山灰P15とP17と石器群の出土状況から，P15の
上位では三稜尖頭器主体の石器群，P17の下位では剥片
尖頭器を主体とする石器群が検出されるとして，大きく
異なる時期である可能性を指摘した（宮田2006）。小牧
3A型尖頭器は，剥片尖頭器伝播後まもなく鹿児島県南
部で製作されるようになり，剥片尖頭器の終焉とほぼ同
時に終焉を迎えるとした（桑波田2004）考え方もある。
剥片尖頭器末期と近接した時期に，頁岩を用いて横長剥
片を剥出して，小牧３Ａ型石槍を含む槍先形尖頭器と剥
片石器を製作したブロックといえる。

第Ⅵ章　総括
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　以上から，本遺跡で出土した３つのブロックは，時期
をそれぞれ異にする集団が利用した状況をよく顕してい
る。

第２節　縄文時代早期　
１　遺構
　縄文時代早期遺構はⅦ・Ⅷ層段階の遺構とⅥ層段階の
遺構に分かれるが，Ⅵ層の遺構は，集石と石器集積だけ
で非常に少ない。
　Ⅶ・Ⅷ層段階の遺構は，特にＢ～Ｇ―２～５区，Ｅ・
Ｆ―７～９区に集中して分布している。竪穴建物跡38基，
連穴土坑７基，土坑21基，集石32基，石器集積２基が確
認できた。

（１）竪穴建物跡
　竪穴建物跡は，約７ケ所に分かれて分布している。竪
穴建物跡がどの土器型式に帰属するのか，土器と竪穴建
物跡の分布から考察を試みた。分類した土器の分布と竪
穴建物跡との重なりを下の表にした。竪穴建物跡から出
土した土器には「〇」，遺物が少ないか竪穴建物跡の近
くから出土した土器については「▲」で示してある。１
種類だけの土器と竪穴建物跡が重なっている遺構は，
SH ３，SH ９，SH22，SH23，SH24，SH26，SH29，
SH33で あ る。 そ の う ちSH ３，SH22，SH23，SH24，

SH26はⅥ類土器の出土が多いエリアと重なるため，Ⅵ
類土器に帰属する可能性もある。SH ９はⅢ類の分布と
重なるが，出土数は非常に少ないため，SH ９がⅢ類土
器に帰属するのかは不明である。
　竪穴建物跡から炭化物が採集でき，科学分析に出すこ
とができたSH15は，補正年代で8,830±30の年代が出て
いる。SH15は下の表で分かるように，Ⅱ・Ⅲ・Ⅵ類の
分布と重なるが，少ない出土数の中ではⅢ類が多い。Ⅲ
類土器との関係が深い遺構と推測できる。
　遺構内土器からの関係についても考察を試みた。同一
遺構内に数種類の土器型式が混ざっていること。また，
床着の土器が単体でも，包含層土器の分布域と重なって
いないことから，関係性については判明しなかった。　
　次に，形状から考察を試みた。形状は，隅丸方形17基
と隅丸長方形11基，不定形４基，楕円形４基，不明が２
基である。Ⅵ類だけの分布域にある竪穴建物跡が７基あ
るが，隅丸方形３基，隅丸長方形３基，不明１基と，規
格性は見当たらない。また，楕円形状の竪穴建物跡が４
基あり，それぞれ２～３種類の土器型式が分布するが，
いずれにもⅥ類は含まれている。特に，SH17とSH25は
Ⅵ類の出土が多い箇所であり，Ⅵ類土器との関連が推測
される。
　いずれにしても，竪穴建物跡がどの土器型式と結びつ
くのか明確な評価はできなかった。
　

（２）連穴土坑
　連穴土坑はⅦ・Ⅷ層で７基検出され，Ⅵ層段階では検
出されなかった。連穴土坑の分布はＢ―２区，Ｆ―３区，
Ｆ―12 ～ 14区，Ｄ―14区，Ｅ・Ｆ―19区の５ケ所に分
かれる。その中でＤ―14区，Ｅ・Ｆ―19区のREN ５と
REN ７は近くに遺構がなく，特にREN ７は20m四方に
遺構が無い。単体で存在するという感じである。その他
の連穴土坑は竪穴建物跡や集石，土坑等が周辺にある。
７基とも形状や規模に規格性は認められない。REN １
だけが，小穴部を竪穴建物跡がある低い方へ向けて作ら
れている。竪穴建物跡に隣接しており，連穴土坑を作る
時に，何らかの影響があったものと思われる。他は竪穴
建物跡と隣接していないため，小穴部を地形の高いほう
へ向けるという地形的な要因に作用され作られたものと
思われる。

（３）土坑
　土坑はⅦ・Ⅷ層で21基で，Ⅵ層
段階の土坑は検出されなかった。
平面形状により表２のように５タ
イプに分類したが，規格性は見い
だせなかった。大きくはＤ・Ｅ―
３・４区とＤ・Ｅ―６～８区の２

掲載番号 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ 形状
SH1 ▲ ▲ 楕円形
SH2 ▲ ▲ 隅丸方形
SH3 ▲ 隅丸方形
SH4 ▲ 隅丸方形
SH5 ▲ ▲ ▲ 隅丸長方形
SH6 ▲ ▲ ▲ 隅丸方形
SH7  ▲ ▲ 隅丸方形
SH8 ▲ ▲ 不定形
SH9 〇 隅丸方形
SH10 〇 ▲ 隅丸方形
SH11 ▲  ▲ 楕円形
SH12 ▲ ▲ ▲ 不定形
SH13 ▲ ▲ 隅丸方形
SH14 ▲ ▲ ▲ 不定形
SH15 ▲ 〇 ▲ 隅丸方形
SH16 ▲ 〇 〇 ▲ 隅丸方形
SH17 ▲ 〇 〇 楕円形
SH18 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ 隅丸方形
SH19 ▲ ▲ ▲ ▲ 不定形
SH20 ▲ ▲ ▲ 隅丸長方形
SH21 ▲ ▲ ▲ 〇 不明
SH22 〇 不明
SH23 〇 隅丸長方形
SH24 〇 隅丸方形
SH25 ▲ 〇 楕円形
SH26 〇 隅丸方形
SH27 隅丸長方形
SH28 隅丸方形
SH29 ▲ 隅丸長方形
SH30 . ▲ 〇 ▲ 隅丸長方形
SH31 ▲ ▲ ▲ 隅丸長方形
SH32 　 ▲ ▲ ▲ 隅丸方形
SH33 ▲ 隅丸長方形
SH34 ▲ ▲ 隅丸長方形
SH35 隅丸方形
SH36 隅丸長方形
SH37 隅丸方形
SH38 隅丸長方形

表１　竪穴建物跡と土器の関係

※　網かけ遺構は単体土器だけ出土

表２　
タイプ 基数

Ⅰ 5
Ⅱ 6
Ⅲ 5
Ⅳ 3
Ⅴ 2
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つのエリアに集中する。SK １はSH12を一部切って作ら
れており，構造からSH12の付帯施設とは思われない。
SH12の廃棄後に，さほど時間的な間隔を置かずに作ら
れた遺構と思われる。

（４）　集石・石器集積
　本報告では，集石（SS）・石器集積（SU）を検出層ご
とに報告した。磨敲石などの石器が人為的に集められた
と推測できるような検出状況であったものは，ほかの集
石とは機能の違いが考えられることから，「石器集積」
として区別して捉えた。

　Ⅶ層段階では，図１の①，②，③エリアに分布する。
掘込が確認できた集石は32基中４基で，10cmほどのご
く浅い掘込のものが殆どである。安山岩Ｂ類主体の集石
が多いが，②・③の内陸側のエリアの集石は構成礫の砂
岩使用比率が高い。①・②エリアでは，岩本・前平・小
牧３Ａ・札ノ元Ⅶ類・石坂・下剥峯・桑ノ丸・押型文（山
形）の土器が分布する。時期の幅が広く，集石の帰属時
期の認定は難しかった。SS8（タイプⅢ）は深さ24cmの
円形の掘込をもち，埋土内の炭化材の測定値は9620±
30BP（11170 ～ 10786calBP）という結果で，下剥峯式・
桑ノ丸式の年代と重なる（川口・黒木・立神，2020）。
③のエリアでは，掘込をもつタイプの集石が，４基中２
基検出されている。周辺では小牧３Ａタイプと吉田式の
みが出土しており，この時期の遺構である可能性が高い。
また，石器集積はともに竪穴建物跡の周辺で検出された。
　Ⅵ層段階では，図１の④，⑤，⑥エリアに分布する。
掘込が確認できた集石は19基中６基である。Ⅶ層にはみ
られない形態として，浅いレンズ状の掘込に礫が充填す
る集石が数基検出された。また，SS46は特殊な形態で
あり詳細は後述する。④の崖際のエリアには８基が密集
し，赤色顔料付着の磨敲石が検出されたSU3も検出され
た。SS8からは穿孔の施された楕円形の大珠状の軽石製
品が出土した。SS36（タイプⅢ）はレンズ状の掘込の
集石の埋土上位に礫の集中部をもつもので，炭化材の測
定値は5725±30BP（6631 ～ 6442calBP）というやや新
しい年代値であった。この値は縄文時代前期の年代に相
当するが，SS36の埋土の特徴，周辺のほかの遺構や土
器の検出状況からⅥ層の時期に帰属すると判断し
た。 ②・③のエリアではⅦ層段階と同様に，砂岩の使
用比率が高くなる傾向がみられる。平栫式土器片が散見

されるが，集石の年代を比定するには出土数が少ない。
Ⅵ層石器の出土数は多いエリアである。
①　SS46について
　Ⅵ層下面で検出されたSS46は，下記のような理由に
より，配石遺構として取り扱っても良い特殊な集石であ
る。
　１　ほとんどが円礫で構成され大きさが揃っている。
　２　被熱した礫と被熱してない礫が混在する。
　　　遺構内の焦土痕や炭化物はない。
　３　方形状の形状を呈する。
　４　周囲に遺構や遺物がほとんどない。
　５　一部礫の重なりはあるが，大半は重なりがない。
　
　発掘担当者も，冬至の日の入りがSS46のS270とS276
の礫の中心を結んだラインとほぼ合致していた，と記録
している。
　上記のことより，遺構と太陽の動きに関係があるのか
考察を試みた。
　図２のように，遺構長軸西側の中央礫S270を中心と
して，東側のS276の石器の中心を結ぶと，現在の冬至
の日の入りS62.8°Wの方向と合致する。また，S270と
S272の中心を結ぶと真北方向を向く。
　図３のようにこのエリアはⅥ層の遺構や土器が出土し
てなく，単独で存在している。遺構内の炭化物や焼土は
確認されていない。遺構内の礫は大きさがそろった磨敲
石や円礫が多い。
　東日本等で報告されている二至二分（夏至，冬至，春
分，秋分）を示すと思われる遺構は，縄文時代後期の時
期が多く，それも大型の遺構ばかりである。
　秋田県の特別史跡の大湯環状列石では，日時計状組石
と呼ばれる遺構が，二重になったストーンサークル内に
ある。ストーンサークルの中心から日時計状組石を結ん
だ線が，夏至の太陽の日没線上にあることが報告されて
いる（大湯環状列石発掘調査報告書 2009）。半径が20m
を超える大型のストーンサークルである。
  小牧遺跡のSS46は縄文時代早期という時期と，規模が

図１　集石・石器集積　分布エリア図

図２　
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小さいということ，遺構は平坦面に設けられているが，
土地造成が行われた痕跡はないという観点から，二至二
分を示す遺構と判断するに至らなかった。しかし，単な
る集石と判断するには特殊な遺構である。今後の調査で
類例が報告されることを期待したい。

２　遺物
（１）土器
　土器の総点数815点中389点を掲載した。掲載率47.7％
である。総点数に対して，底部が非常に少ない。また，
小破片が多く，ⅩⅢ類以外復元できる土器がなかった。
　小牧遺跡の土器分類は，表３のような土器型式に比定
される。遺構内土器で分類できなかった胴部片が４点あ
り，型式不明とした。
　Ⅰ類土器は，C−２区，D−６区，C−９区の３ヶ所
で出土しているのみである。遺構とは分布域を異にして
いる。形状は底部から口縁部にかけて開きながら直線的
に立ち上がる。口唇部は外面より貝殻殻頂部ないしヘラ
状工具を押し当て，結果断面が三角形状を呈する。口縁
部には貝殻刺突文を横位に巡らせる。43は，口唇部の断
面形状や口縁部の施文が貝殻刺突ではなく，横位の沈線
を施す土器であるが，形状や器面構成からここに位置づ
けた。
　Ⅱ類土器は48点出土しているが，C ～ G−２～９区，
D ～ F−12・13区に点在し，14，22・23区に１点ずつ出
土している。
　Ⅲ類土器は，貝殻文円筒形の土器で，施文の仕方でさ
らに分類した。Ⅲ類はⅥ類に次ぐ出土量で，全体の20％
を占める。
　Ⅲa類は，横位ないし斜位に貝殻条痕を施した上から
貝殻腹縁部による刺突を従位に施す。加栗山式土器に比
定した。
  Ⅲb類は，縦位方向に貝殻腹縁部による刺突文を密に
施す。小牧３Ａタイプに比定した。
　Ⅲc類は，横位ないし斜位の貝殻腹縁部による条痕文
を施す。札ノ元Ⅶ類土器に比定した。その他Ⅲ類を細分
類できなかった土器を底部も含めⅢd類とした。Ⅲ類の
出土状況はおおよそ2 ～ 7区，32 ～ 39区の遺跡の両側2
箇所に分かれて分布している。2 ～ 4区の分布域は，遺
構の分布域とも重なっている。
　Ⅳ類は，貝殻腹縁部による押引文を横位に施す。吉田
式土器に比定される。出土点数は少ないが，器形がレモ
ン形の土器が出土した。土器の器形を円形から楕円形に
変えるため，屈曲部になる箇所を強くつまんで稜を形成
しているように見える。つまみ出しているため，外面は
やや丸みを帯びている。
　Ⅴ類は，口縁部が大きく外反するタイプと外斜および
直行するものがあるが，出土点数が少ないことから細分
は行なわなかった。前迫氏の石坂式土器の細分に照らし
合わせると（前迫2003），前者が石坂Ⅰ式，後者が石坂
Ⅱ式土器となる。瘤付きのものやバケツ状のものは出土
していない。分布は２～９区に多いが，全体的に散在し
ている。
　Ⅵ類は，本遺跡で一番多く出土した土器で，全出土土

表3　小牧遺跡出土の土器分類と出土点数
分類 土器型式 出土点数
Ⅰ類 岩本式土器 3
Ⅱ類 前平式土器 48
Ⅲ類 加栗山，小牧3A，札ノ元Ⅶ類 167
Ⅳ類 吉田式土器 27
Ⅴ類 石坂式土器 50
Ⅵ類 下剥峯式土器 397
Ⅶ類 桑ノ丸式土器 64
Ⅷ類 中原式土器 6
Ⅸ類 押型文土器 24
Ⅹ類 手向山式土器 4
Ⅺ類 平栫式土器 7
Ⅻ類 塞ノ神式土器 2

ⅩⅢ類 苦浜式土器 1
ⅩⅣ類 Ⅰ～ⅩⅢ類底部 11
不明 型式不明土器 4

合　　計 815

図３　Ⅵ層遺構配置図及び土器出土状況図
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器の49％を占める。分布域は広範におよんでいるが，特
にＣ～Ｆ―７～９区に集中している。このエリアは遺構
も多く，下剥峯式土器との関連も想定される。施文形態
によりⅥa ～Ⅵeまで分類した。Ⅵa類は直行・内湾器形
があり，「Ｚ」字状の貝殻刺突文を施す。口縁部及び胴
部に瘤状突起を持つ土器もあるが，細分はしなかった。
Ⅵb類は，直行・内湾器形があり，縦位ないし「Ｖ」字
状の貝殻刺突文を施す。口縁部直下の横位貝殻刺突文を
半裁竹管状に施文する土器もある。また，器壁が１cm
を超える大型の土器があるが，施文を優先してⅥb類で
掲載した。重量感のある土器である。Ⅵc類は全面に貝
殻腹縁部を刺突する土器をまとめた。器壁も薄くシャー
プな「Ｖ」字状の施文を施す。出土点数が極めて少ない
ため，全体の器形は不明である。Ⅵd類は施文形態が崩
れたような横位の貝殻刺突文を施し，Ⅵa・Ⅵb類のよ
うな横位ないし斜位の口縁部文様帯は見られない。Ⅵe
類は，２点しか出土していないが，施文具が貝殻ではな
くヘラ状工具による短沈線を施す。辻タイプに属する土
器と思われる。
　Ⅶ類は，貝殻刺突文と貝殻条痕文を短く鋸歯状に施す
土器で，本遺跡では全体の８％の出土量で３番目に多い。
施文形態によりⅦa類とⅦb類に細分した。Ⅶa類には瘤
状突起を施す土器もあるが，細分はしなかった。Ⅶb類
土器は，沈線文と貝殻刺突文を施す土器であるが，施文
構成はⅥ類土器と非常に類似している。分布はほぼⅥ類
と重なるが，出土点数が64点と少ないために，Ⅵ類と同
時期のものか，時間差があるものなのか分からない。
　Ⅷ類土器は本遺跡で６点しか出土しておらず，小片ば
かりで全体の器形ははっきりしない。施文形態の特徴か
ら中原式土器に比定した。
　Ⅸ類土器は，押型文土器で，出土点数は24点と少ない。
出土状況（第142図）を見ると，Ⅸa類の山形押型文とⅨ
b類の楕円押型文の出土エリアが300m以上離れている。
ただ，両エリアに数点ずつの山形押型文土器と，楕円押
型文土器が混ざっている状況について解明するはに至ら
なかった。
　Ⅹ類土器は，出土点数が４点と非常に少なく，内３点
を図化した。口縁部から胴部にかけての小片で，底部は
出土していない。出土エリアは，Ⅸb類土器の出土付近
で出土している。
　Ⅺ類とⅫ類は合わせて９点の出土で口縁部から胴部の
小片である。散在した状態で出土している。Ⅻ類は，塞
ノ神A式の土器である。
　ⅩⅢ類は遺跡のほぼ中央で伏せた状態の完形で出土し
た。10m以内に遺構は全然なく，完形品１点だけという
出土状況である。アカホヤ火山灰層の下位より出土して
いるため，早期後葉の土器として掲載した。
　

（２）石器
　縄文時代早期石器の出土数数は1,438点で，334点を掲
載している。このうち，77点が集石・石器集積から出土
した遺構内遺物である。
　本報告ではⅦ層を岩本式～押型文土器を包含する縄文
時代早期前葉～中葉時期の層，Ⅵ層を手向山式～苦浜式
を包含する縄文時代早期後葉の層として位置づけ掲載し
ている。このため石器についても，出土した層別にⅦ層
およびⅥ層石器として掲載した。
①出土状況と遺構・土器との関係について
　剥片を含む石器のⅦ層の出土状況は，調査区西端の崖
際から11区までのエリアが主で，竪穴建物跡１～ 24号
までの範囲と重なり，数カ所の集中部が確認できる（第
29 ～ 31図）。下剥峯式・桑ノ丸式土器の分布との重なり
が大きく，この時代に最も多く製作・使用されている可
能性が高い。そのほかには，33 ～ 40区に散見される。
このエリアでは，Ⅶ層検出の集石が検出されており，加
栗山式と小牧３Ａタイプの土器が分布している。
　Ⅵ層の出土状況は１～ 25区までのエリアが主で，そ
のなかでも，８・11・12 ～ 15区にやや密に分布している。
特に12 ～ 25区はⅦ層からの出土石器が極端に少なくな
り，点数は少ないもののⅥ層からの出土が主体となる。
同じエリアに竪穴建物跡27 ～ 38号が検出されている。
本報告では，検出層・埋土の特徴・出土土器片の型式な
どからⅦ層段階の遺構として掲載したが，大型の長方形
の平面プランの竪穴建物跡を中心とするエリアと，Ⅵ層
石器の分布エリアが重なる可能性も考えられる出土状況
である。集石も15 ～ 22区まではⅥ層検出のものが占め
ている。土器の分布は薄いエリアで，Ⅶ層段階の下剥峯
式・桑ノ丸式，Ⅵ層段階の平栫式が散見される。
　Ⅶ層段階では崖際のＥ～Ｇ−２･ ３区に黒曜石Ｃ類を
中心とした剥片の集中部がみられ，黒曜石Ｃ類の石核も
出土している（第29図）。竪穴建物跡近くの傾斜の緩や
かな場所であり，石器製作の場であった可能性が高い。
同様に竪穴建物跡近くに剥片の集中部がみられるエリア
はＥ−10区（Ⅶ層段階），Ｃ･Ｄ−11区（Ⅵ層段階）にも
存在している。
②遺物・石材について
　石鏃はⅥ・Ⅶ層ともに約20点程出土しており，点数は
少ない。各層ともに平基の石鏃・鍬形鏃の両方が出土し
ている。鍬形鏃は押型文土器の時期以降のものである可
能性が高いとされるが（長野1991・雨宮1991・堂込
2020），層位的には大きな形態の差は確認できなかった。
Ⅵ層出土石鏃S300・S303・S304には形態に特徴がみら
れる。S300は大久保型あるいは帖地型とよばれるもの
で（渡辺1997・長野1999・相美2004），草創期～石坂式
土器に伴う可能性が指摘されている（堂込他2020）。本
遺跡のⅥ層出土土器の年代観とは一致しないことになる。



— 250 —

遺跡では，層堆積が不安定な部分が存在することから，
個別遺物の年代的位置づけについては慎重な判断が必要
なものと考える。S304は脚部がへの字状に開き，尖端
部が鋭く尖る特徴から塞ノ神式土器の時期の遺物である
可能性が考えられるとされる（堂込2020）。S303は脚部
の上部に２ケ所の突出がみられ，轟式などの条痕文土器
に伴う例がみられる（堂込2020）ものである。磨製の石
鏃も１点出土した（S306）が欠損により基部の形態は
不明である。
　他の精緻な加工を施した小型の剥片石器（以下：小型
品）としては，石匙・石錐・スクレイパーなどが出土し
ており，石匙は２点ではあるがⅥ層からのみ出土する。
竪穴建物跡23・24号からは，下剥峯式・桑ノ丸式土器片
と共に，石鏃の製作途中で先端部をドリルに加工したも
のが出土している。ドリルについては，周辺の牧山遺跡・
細山田段遺跡においても，縄文時代早期の層からドリル
の出土が確認されるが，どちらも包含層からの出土であ
る。両遺跡とも同じ層から年代幅の広い土器型式が出土
していることから，どの段階に伴う遺物であるかは不明
である。その状況下で下剥峯式・桑ノ丸式土器片と，竪
穴建物跡埋土から共に出土した本遺跡の例には留意が必
要である。
　Ⅵ・Ⅶ層ともに，残核や剥片を二次的に加工・使用し
たもの，剥片の形状を活かして使用したものも少量出土
している。用途不明の黒曜石Ｃ類製の半月状の異形石器
もⅦ層から出土した。
　小型石器の石材については，黒曜石Ｃ類が最も多く使
用され，チャート・黒曜石Ａ類・玉髄の順となる。Ⅶ層
とⅥ層で石材のバリエーションに大きな違いはないが，
黒曜石Ｃ類とチャートはⅦ層段階に多い。それらの剥片
類は製品数に比例するような状況で出土している（第32
表，第40表）。石核の出土数は少ない。西北九州産産と
思われる安山岩Ａ類については，石鏃・石匙などの製品
のみがごく少量出土する。黒曜石Ｃ類のなかに腰岳産の
特徴をもつものが含まれることを加味しても，西北九州
系の石材の比率が少ない。周辺の牧山・細山田段・田原
迫ノ上などの同時期の遺跡ではそれらの石材を使用した
石器の比率が高いことが指摘されており，本遺跡の出土
状況とは異なる。縄文時代早期の中でも，活動の主体と
なった時期の違いに帰因している可能性が考えられる。
　頁岩・安山岩Ｂ類や硬質の砂岩を使用した粗製の大型
のスクレイパー類については，明瞭な刃部形成が確認で
きる掻器・削器の総数８点全てを掲載している。Ⅶ層出
土のものは形状が様々で，１点が円形の他は直線的な刃
部を形成するのに対し，Ⅵ層出土のものはすべて横長剥
片の縁辺部に丸みを帯びた刃部を形成したものである傾
向がみられるが，資料点数が少ない。
　本文中にも記載したが，ごく簡単な加工を施したり，

軽微な使用痕跡がみられる頁岩Ｂ・安山岩Ｃ類製の剥片
は，相対的にⅦ層の出土数が多い。近隣の牧山遺跡でも
同様の輝石安山岩製の剥片が報告される。曽於市大隅町
の定塚遺跡の報告書中では，安山岩製の剥片を素材とし
た「スクレイパー状石器」が，加工・使用痕の特徴から
全７類に分類して報告され，詳細に使用痕が分析されて
いる（2011，寒川）。また2013年に桑波田武志氏は，「確
実に共伴事例が確認される最も古い事例は，定塚遺跡の
前平式土器に伴う竪穴住居状遺構出土のもので，下限は，
石峰遺跡（霧島市溝辺）の縄文前期に比定されている深
浦・轟・春日式であり，最も共伴事例がおおいのは塞ノ
神式土器である。」としている。本遺跡では土器の分布
状況と重ねると，Ⅶ層段階では下剥峯・桑ノ丸式との，
Ⅵ層段階では平栫式との共伴の可能性がある。なお，安
山岩Ｃ製の剥片のなかには，被熱破砕痕をもつもの

（S190・S329・S330）もみられ，寒川氏（2011）・桑波
田氏（2013）が示唆した加熱による薄手の素材剥片の獲
得が本遺跡でも行われていた可能性がある。肉眼による
使用痕の観察を行ったが，使用の痕跡は総じてごく薄く，
明瞭に二次加工・使用痕が確認できるものが非常に少な
かった。Ⅵ層から出土したS326・S329・S333には同じ
ような弧をえがくノッヂ状の抉りが形成されている。こ
れらのことから，対象物が，使用痕跡を残しにくい柔ら
かいものであることや，同じような径の棒状のものであ
ることが考えられる。今後類例資料を集成し，検討・検
証をすすめる必要がある。
　石斧については，伐採斧（I−a，b類）が一定量出土
した。欠損後の基部や刃部を打ち搔いて新たな刃部を形
成したり，磨敲石に転用する傾向がみられる。特にⅥ層
段階のものは，10点中８点が該当し，なかでもS334・
S335は接合により，再利用の様子が観察できる。石斧
に使用される蛇紋岩や硬質のホルンフェルスは串良川水
系では獲得できなかった可能性が高く，希少な材質の石
斧を破損後も転用し大切に使用した様子が窺える。また，
刃部が薄い形状のⅡ類のものはⅦ層段階に，片面研磨で
片刃のⅢ類と打製石斧のⅣ類はⅥ層段階に多い。円形の
磨製石斧，バチ状の打製石斧はⅥ層にのみ出土した。
　礫器については，Ⅶ・Ⅵ層共に掌で握りやすいサイズ
の，丸みのある形態のものが多いが，Ⅶ層からは，縦長
の斧状のものも出土した。出土数は多く，Ⅶ層56点，Ⅵ
層35点でありⅦ層段階で多く使用されている。
　石錘は，Ⅶ層・Ⅵ層ともに出土し，砂岩・安山岩Ｂ類
を使用したものが殆どである。Ⅶ層出土のものは楕円の
短径を打ち掻いていたり，礫の自然の形状を活かしてい
る傾向がみられた（S225 ～ S233）。対しⅥ層出土のも
のは全てが長径を打ち掻いて製作されており，Ⅶ層のも
のと比較して大ぶりである傾向がみられた。
　砥石は，安山岩Ｂ類のなかでも緻密な素材や粒子がき
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め細やかな砂岩を選択して使用している様子が窺えた。
Ⅵ層出土のS376は磨製石斧の基部や刃部と擦面の凹み
の幅が近いことからそれらの研磨に使用された可能性を
もつ遺物であり，また，S377は下縁部の使用痕跡から
擦切石器である可能性が高い。
　石皿・台石及び磨敲石などの礫石器類については，Ⅶ・
Ⅵ層ともに多量に出土しており，堅果類の加工を盛んに
行っていた生業の様子が窺える。磨敲石の形状としては，
正面・裏面と側面との境に稜を形成するいわゆる石鹸形
のものが特に多く出土した。これらには，安山岩Ｂ類が
圧倒的に多く使用されており，串良川で比較的容易に採
取できる素材である。多孔質のものも多用される。Ⅵ層
段階では国見山系の特徴をもつ花崗岩の使用頻度が高ま
り移動・交流圏の広がりが窺える。また，竪穴建物跡の
埋土からも磨敲系の石器は多数出土した。道具としての
使用後は集石の構成礫としても多用されている。さらに，
Ⅵ層検出の石器集積３号の構成礫や，花崗岩製の磨敲石

（S391）・石皿（S396）には赤色顔料の付着が確認され，
これらは西端の崖際のエリアに集中して出土している。
赤色顔料の精製等に用いられた可能性がある。また，見
晴らしのよい場所であったことが想定され，祭祀的な行
為に依る可能性も考えられる。

　生活道具としての使用が想定される石器の出土状況は
以上であるが，これらのほかにも装飾品や祭祀に使用さ
れた可能性のあるものとして，玦状耳飾片（S250）・用
途不明の磨製の石器（S234）・舟形や，溝のある軽石製
品（S089・S249・S397）などが出土している。

③石器からみた小牧遺跡早期の様相　
　伐採斧の出土から，住居用などの木材加工を行ってい
たことが窺え，堅果類の加工に使用したと思われる磨敲
系の石器が竪穴建物跡からも多く出土していることから
定住性の高さが考えられる。剥片石器の加工も行っては
いるが，剥片・石核・石鏃未製品の少なさから，狩猟具
の製作を集中的には行っていないことが推測できる。石
錘を漁労具であるとするならば，串良川近くである地の
利を活かし，Ⅶ層の時期から漁労活動を行っていたこと
も想定される。また，竪穴建物跡の床付近と包含層から
舟形の軽石加工品が出土していることからも川との関わ
りの深さを測り知ることができる。
　当時の小牧遺跡が，豊かな森と川の恩恵を受け，定住
に適した場所であったことが窺える石器の出土状況であ
るといえる。

写真15　集石46号東側より
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図版1

①小牧遺跡遠景（串良川左岸に小牧遺跡，右岸に川久保遺跡，志布志湾と国見山系を望む）

②Ｂ－３区南壁断面　③Ｂ・Ｃ－29区東壁断面　④Ｅ－１～５区北壁断面（工事による掘削によって現れたシラスまでの断面）

②

③

④

①
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図版2

①Ｂ～Ｄ－27～29区Ⅺ層～Ⅻ層遺物出土状況

②Ｃ－28区Ⅻ層剥片出土状況

①

②
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図版3

①

③

①Ｆ－32・33区Ⅸｂ～Ⅹ層遺物出土状況

②，③F－31区Ⅹ層上面遺物出土状況

②
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図版4

①

②

①Ｅ－30区Ⅸ層遺物出土状況

②Ｅ・Ｆ－29・30区Ⅸ層遺物出土状況
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図版5

①竪穴建物跡１号，３号検出状況及び遺物出土状況　②竪穴建物跡１号検出状況　③竪穴建物跡１号完掘状況

④竪穴建物跡３号土層断面　⑤竪穴建物跡３号完掘状況

①

②

③

④

⑤
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図版6

①竪穴建物跡２号検出状況　②竪穴建物跡２号断面　③竪穴建物跡２号完掘状況

④竪穴建物跡４号検出状況　⑤竪穴建物跡４号断面　⑥竪穴建物跡４号完掘状況

①

②

③

④

⑤

⑥
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図版7

①竪穴建物跡８号完掘状況　②竪穴建物跡８号検出状況　③竪穴建物跡８号断面

④竪穴建物跡５号完掘状況　⑤竪穴建物跡５号検出状況

①

②

④ ⑤

③
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図版8

①竪穴建物跡６号，７号検出状況　②竪穴建物跡６号断面　③竪穴建物跡６号遺物出土状況

④竪穴建物跡６号，7号完掘状況

①

②

③ ④
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図版9

①竪穴建物跡７号検出状況　②竪穴建物跡７号断面　③竪穴建物跡７号遺物出土状況　④竪穴建物跡７号完掘状況

⑤竪穴建物跡９号検出状況　⑥竪穴建物跡９号断面　⑦竪穴建物跡９号遺物出土状況　⑧竪穴建物跡９号完掘状況

①

②

③

④

⑥

⑦

⑧

⑤
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図版10

①竪穴建物跡10号遺物出土状況　②竪穴建物跡10号検出状況　③竪穴建物跡10号断面

④竪穴建物跡10号完掘状況（奥から竪穴建物跡11号，12号）

①

②

③ ④
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図版11

①竪穴建物跡12号完掘状況　②竪穴建物跡12号検出状況　③竪穴建物跡12号断面１

④竪穴建物跡12号土層断面２　⑤竪穴建物跡12号断面及び土坑１号断面

①

②

③

④

⑤
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図版12

①竪穴建物跡11号検出状況　②竪穴建物跡11号断面　③竪穴建物跡11号完掘状況

④竪穴建物跡13号検出状況　⑤竪穴建物跡13号断面　⑥竪穴建物跡13号遺物出土状況　⑦竪穴建物跡13号完掘状況

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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図版13

①竪穴建物跡14号断面　②竪穴建物跡14号完掘状況　③竪穴建物跡15号断面　④竪穴建物跡15号完掘状況（奥に14号）

⑤竪穴建物跡16号検出状況　⑥竪穴建物跡16号断面　⑦竪穴建物跡16号完掘状況（奥に17号）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦




